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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タイプ情報、バージョン番号およびクラス番号を含む制御情報を格納する管理領域を備
えた記録媒体であって、
　前記タイプ情報は前記記録媒体のタイプを示し、該タイプは、再生専用記録媒体、１回
だけ記録可能な記録媒体、または書き換え可能記録媒体の一つであり、
　前記バージョン番号およびクラス番号は、同じバイトの位置に含まれ、
　前記クラス番号は再生互換性を特定し、前記バージョン番号は記録互換性を特定し、
　前記タイプ情報、クラス番号およびバージョン番号は、タイプ情報、特定されたタイプ
情報内のクラス番号、並びに特定されたクラス番号およびタイプ情報内のバージョン番号
を特定するために結合される、
　ことを特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　前記バージョン番号は、それぞれ異なるクラス番号内において増加することを特徴とす
る請求項１に記載の記録媒体。
【請求項３】
　前記バージョン番号は、それぞれ異なるクラス番号内において０から開始されることを
特徴とする請求項２に記載の記録媒体。
【請求項４】
　前記クラス番号は、前記記録媒体の属性情報が再生互換性を有さない既定の範囲に変更
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されるたびに増加し、前記バージョン番号は、前記記録媒体の属性情報が記録互換性を有
さない既定の範囲に変更されるたびに増加することを特徴とする請求項１に記載の記録媒
体。
【請求項５】
　前記クラス番号およびバージョン番号の少なくとも一つは、標準が変更になる場合に変
更されることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項６】
　前記バージョン番号は、前記クラス番号を増加することが必要でない間、増加すること
を特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項７】
　記録媒体上にまたは記録媒体からデータを記録または再生する方法であって、
　前記記録媒体の特定領域から、タイプ情報、バージョン番号およびクラス番号を含む制
御情報を読み出すステップであって、
　　前記タイプ情報は、前記記録媒体のタイプを示し、該タイプは、再生専用記録媒体、
１回だけ記録可能な記録媒体、または書き換え可能記録媒体の一つであり、
　　前記バージョン番号およびクラス番号は、同じバイトの位置に含まれ、
　　前記クラス番号は、再生互換性を特定し、かつ前記記録媒体の属性情報が再生互換性
を有さない既定の範囲に変更されるたびに増加し、前記バージョン番号は、記録互換性を
特定し、かつ前記記録媒体の属性情報が記録互換性を有さない既定の範囲に変更されるた
びに増加する、ステップと、
　前記タイプ情報、前記クラス番号、および前記バージョン番号を結合して、前記タイプ
情報、特定されたタイプ情報内のクラス番号、並びに特定されたクラス番号およびタイプ
情報内のバージョン番号を特定するステップと、
　前記特定されたクラス番号および前記特定されたバージョン番号を使用して前記記録互
換性および再生互換性を決定するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記バージョン番号は、それぞれ異なるクラス番号内において増加することを特徴とす
る請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記バージョン番号は、それぞれ異なるクラス番号内において０から開始することを特
徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記クラス番号およびバージョン番号の少なくとも一つは、標準が変更になる場合に変
更されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記記録媒体は、はじめに前記タイプ情報、各タイプ情報内の前記クラス番号、および
各クラス番号内の前記バージョン番号を使用して特定されることを特徴とする請求項７に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記クラス番号は、記録媒体の各タイプによって決定されることを特徴とする請求項７
に記載の方法。
【請求項１３】
　前記バージョン番号および前記クラス番号は、前記記録媒体の各タイプによって決定さ
れることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１４】
　前記バージョン番号は、前記クラス番号を増加することが必要でない間、増加すること
を特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１５】
　前記制御情報は、前記記録媒体のディスクサイズの情報をさらに含み、前記ディスクサ
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イズの情報、クラス番号およびバージョン番号はそれぞれ２ビット、２ビット、４ビット
ずつ管理領域の同じバイトの位置に配置されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１６】
　記録媒体上にまたは記録媒体からデータを記録または再生する方法であって、
　（ａ）ドライブにロードされた記録媒体の特定領域からタイプ情報、クラス番号および
バージョン番号を読み出すステップであって、前記タイプ情報は、前記記録媒体のタイプ
を示し、該タイプは、再生専用記録媒体、１回だけ記録可能な記録媒体、または書き換え
可能記録媒体の一つであり、前記クラス番号およびバージョン番号は同じバイトの位置に
含まれ、前記クラス番号は再生互換性を特定し、前記バージョン番号は記録互換性を特定
する、ステップと、
　（ｂ）前記タイプ情報、前記クラス番号および前記バージョン番号を結合して、前記タ
イプ情報、特定されたタイプ情報内のクラス番号、並びに特定されたクラス番号およびタ
イプ情報内のバージョン番号を特定するステップと、
　（ｃ）前記特定されたクラス番号およびバージョン番号に基づいて、前記記録媒体が、
前記ドライブとの前記記録互換性および／または再生互換性を保つか否かを決定するステ
ップと、
　（ｄ）ステップ（ｃ）の結果として、記録媒体上または記録媒体からデータを記録およ
び／または再生するためのアクセス動作を制御するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　前記クラス番号およびバージョン番号の少なくとも一つは、標準が変更になる場合に変
更されることを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ステップ（ｃ）は、
　前記記録媒体から読み出したクラス番号およびバージョン番号と、前記ドライブ内で特
定されたクラス番号およびバージョン番号とを比較するステップと、前記比較結果に従っ
て前記記録互換性および／または再生互換性を決定するステップと
　を含むことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ステップ（ｄ）は、前記記録媒体から読み出した前記クラス番号が前記ドライブ内
で特定された前記クラス番号より大きい場合は、前記記録媒体へのアクセスを禁止するこ
とを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記禁止することは、前記記録媒体のデータ領域に対して記録および再生するための前
記アクセスを禁止することを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ステップ（ｄ）は、前記記録媒体から読み出した前記バージョン番号がドライブ内
で特定された前記バージョン番号より大きい場合は、前記記録媒体にデータが記録される
ことを防ぐことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ステップ（ｄ）は、前記記録媒体から読み出した前記バージョン番号がドライブ内
で特定された前記バージョン番号より大きい場合であっても、前記記録媒体内のデータの
再生を許容することを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　記録媒体上に／記録媒体から、データを記録／再生する装置であって、
　前記記録媒体上にまたは前記記録媒体からデータを記録および／または読み出すピック
アップユニットと、
　前記ピックアップユニットに動作可能なように結合され、前記ピックアップユニットを
制御して前記記録媒体の特定領域内に記録されたタイプ情報、クラス番号およびバージョ
ン番号を含む制御情報を読み出すように構成されたコントローラであって、前記タイプ情
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報は前記記録媒体のタイプを示し、前記クラス番号は再生互換性を特定し、前記バージョ
ン番号は記録互換性を特定し、前記コントローラは、タイプ情報、特定されたタイプ情報
内のクラス番号、並びに特定されたクラス番号およびタイプ情報内のバージョン番号を特
定するために前記タイプ情報、クラス番号およびバージョン番号を結合するように構成さ
れ、前記コントローラは、特定されたクラス番号およびバージョン番号を使用して再生互
換性および記録互換性を決定するように構成され、前記タイプは、再生専用記録媒体、１
回だけ記録可能な記録媒体、または書き換え可能記録媒体の一つであり、前記バージョン
番号およびクラス番号は、同じバイトの位置に含まれる、コントローラと
　を備えたことを特徴とする装置。
【請求項２４】
　前記ドライブの前記クラス番号および前記バージョン番号を格納するように構成された
メモリをさらに備えたことを特徴とする請求項２３に装置。
【請求項２５】
　前記コントローラは、前記記録媒体から読み出したクラス番号およびバージョン番号と
、ドライブ内で特定されたクラス番号およびバージョン番号とを比較することによって、
前記記録媒体上にまたは前記記録媒体から、データを記録および／または再生するための
アクセス動作を制御するように構成されたことを特徴とする請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記記録媒体から読み出した前記クラス番号が前記ドライブ内で特定された前記クラス
番号より大きいならば、前記コントローラは、前記記録媒体への記録および再生が禁止さ
れるように、前記アクセス動作を制御するように構成されることを特徴とする請求項２５
に記載の装置。
【請求項２７】
　前記クラス番号は、前記記録媒体の属性情報が再生互換性を有さない既定の範囲に変更
されるたびに増加し、前記バージョン番号は、前記記録媒体の属性情報が記録互換性を有
さない既定の範囲に変更されるたびに増加し、前記クラス番号およびバージョン番号の少
なくとも一つは、標準が変更になる場合に変更されることを特徴とする請求項２６に記載
の装置。
【請求項２８】
　前記記録媒体から読み出したバージョン番号が前記ドライブ内で特定されたバージョン
番号より大きいならば、前記コントローラは、前記記録媒体へのデータの記録が制限され
るように、前記アクセス動作を制御するように構成されることを特徴とする請求項２５に
記載の装置。
【請求項２９】
　前記記録媒体から読み出したバージョン番号が前記ドライブ内で特定されたバージョン
番号より大きい場合であっても、前記コントローラは、前記記録媒体内のデータの再生が
許容されるように、前記アクセス動作を制御するように構成されることを特徴とする請求
項２８に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体、および記録媒体内に記録されたデータを再生する方法と装置に関
し、より詳しくは、記録媒体へ／からの記録／再生の互換性を制御できる記録制御情報を
、記録媒体内に記録する方法、および制御情報を使用した記録媒体へ／からの記録／再生
するための方法と装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、大容量のデータをそこへ記録できる記録媒体として動作する光ディスクが広く
使用されてきた。特に、例えば、ブルーレイディスク(ＢＤ：Blu-ray Disc)といった、高
品質のビデオデータと高品質のオーディオデータを長期間記録/格納できる高密度光記録
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媒体(たとえば、ＨＤ－ＤＶＤ)が新たに開発されてきている。
【０００３】
　次世代ＨＤ－ＤＶＤ技術に基づくＢＤは、既存のＤＶＤよりはるかに多くのデータを格
納できる次世代光記録ソリューションになると見なされてきた。最近、ＢＤに関連する世
界標準の技術仕様が確立されてきた。
【０００４】
　ＢＤに関連する各種標準技術仕様が確立されてきている。そして、たとえば、１倍速Ｂ
Ｄ－ＲＥ（Blu-ray Disc Rewritable)、高速(少なくとも２倍速)ＢＤ－ＲＥ、１回だけ記
録可能なＢＤ－Ｒ、およびＢＤ－ＲＯＭ（再生専用メモリ）といった、各種ディスクに関
連する各種の標準技術の仕様もまた、確立されてきた。
【０００５】
　したがって、ＢＤ関連技術の発展に伴い、多くの開発者は、同システムに基づく標準化
されたＢＤのバージョン情報を、その新しく標準化されたバージョン情報に、継続的にア
ップデートしてきた。たとえば、ＢＤ仕様の情報は、１倍速ＢＤ－ＲＥから、高速（少な
くとも２倍速）へ継続的に拡張されてきた。
【０００６】
　しかしながら、ＢＤの拡張されたバージョンによって、下位バージョンに適合可能な記
録／再生デバイスが、上位バージョンのディスクへ／からデータを記録／再生する場合、
上位バージョンのディスクへ／からデータを記録／再生することが不可能であるか、ある
いは上位バージョンのディスクの記録／再生において予期せぬエラーが発生し得る。下位
バージョンの記録／再生デバイスは、上位バージョンのディスク内の記録および／または
再生を再度試みるような、エラーの存在または不存在を正確に認識できず、システムの全
体の致命的なエラーという結果となる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明は、記録媒体と、記録媒体に制御情報を記録する方法と、従来技術
の制限および不利点のために１以上の問題を実質的に除く、同様なものを使用して、記録
媒体へ／からのデータの記録／再生のための方法および装置とに向けられている。
【０００８】
　本発明の目的は、記録および／または再生の互換性を制御できる標準化された情報とし
て動作する制御情報を、記録媒体に記録する方法を提供することである。
【０００９】
　本発明の別の目的は、記録媒体にデータを記録および／または再生するとき、記録媒体
内に格納された制御情報を使用する記録／再生方法および装置を提供することである。
【００１０】
　本発明のさらなる利点、目的、および特徴は、以下の明細書で一部分は説明し、一部分
は、以下の検討の上、当業者にとって明らかになるか、あるいは本発明の実施から分かる
であろう。本発明の目的および他の利点は、添付の図面、ならびにこの書かれた明細書お
よび特許請求の範囲で特に指摘された構造によって、理解および実現されるかもしれない
。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　これらの目的および他の利点を達成するために、ここで体化され広く述べられるように
、記録媒体は、記録媒体であって、データ領域と、記録媒体上または記録媒体から、デー
タを記録または再生するためのドライバとの、記録互換性および再生互換性を特定できる
制御情報を記録するための管理領域とを含み、この制御情報は、再生互換性を特定するた
めのクラス番号と、記録互換性を特定するためのバージョン番号とを含み、記録互換性は
、クラス番号内のバージョン番号を使用して決定される。
【００１２】
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　本発明の別の態様において、記録媒体内に制御情報を記録する方法は、バージョン番号
およびクラス番号を含む制御情報を、記録媒体の特定領域内に記録することを含み、この
クラス番号は、再生互換性を特定し、記録媒体の属性情報が再生互換性を有さない既定の
範囲に変更されるたびに順次に増加し、このバージョン番号は、記録互換性を特定し、記
録媒体の属性情報が記録互換性を有さない既定の範囲に変更されるたびに順次に増加し、
この記録互換性は、クラス番号内のバージョン番号を使用して決定される。
【００１３】
　本発明の別の態様において、記録媒体上または記録媒体からデータを記録または再生す
る方法は、(ａ)ドライバにロードされた記録媒体の特定領域からクラス番号およびバージ
ョン番号を読み出すステップであって、このクラス番号は再生互換性を特定するためであ
り、このバージョン番号は記録互換性を特定するためであり、この記録互換性はクラス番
号内のバージョン番号を使用して決定されるステップと、(ｂ) この記録媒体は、この読
み出されたクラス番号およびバージョン番号に基づくドライバとの記録互換性および／ま
たは再生互換性を保つか否かを決定するステップと、(ｃ)ステップ(ｂ)の結果として記録
媒体上または記録媒体からデータを記録および／または読み出すためのアクセス動作を制
御するステップとを含む。
【００１４】
　本発明のさらなる態様において、記録媒体上／記録媒体からのデータを記録／再生する
装置は、記録媒体上または記録媒体からデータを記録および／または読み出すピックアッ
プユニットと、記録媒体の特定領域内に記録されたクラス番号およびクラス番号を読み出
すためのピックアップユニットを制御するためのコントローラとを含み、このバージョン
番号は、クラス番号内の特定の値を有し、読み出したクラス番号およびバージョン番号に
基づいて、ドライバとの記録互換性および再生互換性を維持するか否かを決定し、この決
定の結果として、記録媒体上または記録媒体からデータを記録および／または再生するア
クセス動作を制御する。
【００１５】
　本発明の前述した一般的な説明および後述する本発明の詳細な説明の両方共、例であり
、説明であり、特許請求された本発明のさらなる説明を提供することを意図している。
【００１６】
　本発明の本発明のさらなる理解のために含まれ、この出願の一部に組み込まれ、構成す
る貼付図面は、本発明の実施形態を図示し、明細書と共に、本発明の本質の説明を提供す
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
参照は、本発明の好適な実施形態に対して詳細になされ、この例は、添付の図面において
示される。可能な場合は、図面全体において、同一または類似な部分を指すのに、同一の
参照番号を使用する。
【００１８】
　本発明を説明する前に、本発明で開示されるほとんどの用語は、当分野でよく知られる
一般的な用語に対応するが、一部の用語は、必要に応じて出願によって選択されており、
以降、本発明の以下の説明で開示されることに留意されたい。したがって、出願人によっ
て定義された用語は、本発明におけるそれらの意味に基づいて理解されるのが望ましい。
【００１９】
　本発明において使用される記録媒体は、例えば光ディスクや磁気テープなどの、すべて
の記録可能な媒体を示す。本発明の説明の便宜とより良い理解のために、ＢＤなどの光デ
ィスクは以降、本発明の上記の記録媒体として典型的に使用される。本発明の技術的思想
は、本発明の範囲と精神から離れることなく、他の記録媒体にも同様に適用できる。
【００２０】
　「制御情報」の用語は、記録媒体の記録／再生動作のために使用される様々な情報を示
す。一般的に、制御情報は、記録媒体の製造業者または作成者によってエンボス加工され
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た穴(embossed pit)を使用する記録媒体の既定の領域にあらかじめ記録されるか、または
記録トラックのウォブル(wobble)形状内に含まれる。
【００２１】
　例えば制御情報をディスク情報と呼び、たとえばＤＶＤ－ＲＡＭ、 ＤＶＤ－ＲＷ、 Ｄ
ＶＤ＋ＲＷ、 ＤＶＤ－Ｒ、および ＤＶＤ＋Ｒなどの特定ディスクにおける物理フォーマ
ット情報と一般的に呼ぶ。説明の便宜のために、制御情報は以降、ＢＤに対応するＤＩ（
ディスク情報：Disc Information）として呼ぶ。ＤＩの詳細な構造およびＤＩの記録方法
は、図２～図７を参照して以降、説明する。
【００２２】
　図１は、本発明の技術的思想を示す概念図である。
【００２３】
　図１を参照して、光ディスク４０が記録／再生ユニット１０内に置かれる場合、データ
が光ディスクに記録されるか、または光ディスクからデータを再生され、最終的なディス
プレイ装置３０を介してユーザに適用されるように、ユーザの要求によって記録または再
生の動作は実行される。
【００２４】
　この場合、記録／再生ユニット１０は、記録／再生ユニット１０内に置かれた全てのデ
ィスク４０のデータを記録または再生できない。言い換えると、記録／再生ユニット１０
が下位バージョンの使用をサポートできる特定のモードで製造され、ディスク４０が上位
バージョンの機能に適合するように製造されるということが提供されると、下位バージョ
ンの記録／再生ユニットは上位バージョンのディスクのデータを記録または再生できない
かもしれない。
【００２５】
　しかしながら、記録／再生ユニット上記の状況を認識できない場合、ロードされたディ
スクのデータの記録／再生を継続的に試み、予想外のエラーを発生させるという結果にな
る。
【００２６】
　したがって本発明は、ディスクが第１の記録／再生互換性情報Ａを含むことを可能にし
、記録／再生ユニットが第２の記録／再生互換性情報Ｂを含むことを可能にする。さらに
本発明は、安定的に記録／再生動作が実行できるように、上述の情報Ａ、Ｂに基づいて記
録または再生動作が利用可能かどうかを決定できる。
【００２７】
　記録媒体内の記録／再生互換性を特定できる制御情報として動作する様々な情報を記録
する方法を、図２ａ～図６ｃを参照して、以降で説明する。
上述の制御情報を使用する記録媒体の記録／再生動作を実行する方法は、 図７を参照し
て説明する。
【００２８】
　図２ａ～図２ｂは、単一の記録レイヤを有するシングルレイヤＢＤを示す構造図である
。より詳しくは、図２ａは、ＢＤ－ＲＥ／Ｒを示す構造図であり、図２ｂはＢＤ－ＲＯＭ
を示す構造図である。
【００２９】
　図２ａを参照して、本発明によるＢＤ－ＲＥ／Ｒは、光ディスクの内周領域に、管理領
域として動作するリードイン領域を含み、光ディスクの外周領域に、管理領域として動作
するリードアウト領域をも含む。特に、ディスクの内周領域は、事前記録領域および記録
可能領域または１回だけ記録可能な領域を含む。
【００３０】
　事前記録領域は、ユーザまたはシステムが将来的に事前記録領域に他のデータを追加で
きないように、ディスク製造される時に記録される。特に、ＢＤ用の事前記録領域は、Ｐ
ＩＣ(不変情報＆制御データ：Permanent Information & Control data)と呼ばれ、ＰＩＣ
領域内に記録されたＤＩを読み出すことができる。しかし、上述の場合は本発明において
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例示的に示され、本発明の制御情報を含む領域は上述の例に限られず、必要に応じて他の
例にも適用可能であることに留意されたい。
【００３１】
　データ領域は、実際のユーザのデータが記録するユーザデータ領域と、欠陥領域のため
に代用する複数のスペア領域であるＩＳＡ、ＯＳＡを含む。ＢＤ－Ｒのような１回だけ記
録可能な光ディスクは、ディスク欠陥管理情報および一般管理情報を記録するＴＤＭＡ(
一時的ディスク管理領域Temporary Disc Management Area)を管理領域内に含む。ＴＤＭ
ＡはＢＤ－ＲＥにおいては不要なので、予備領域として残る。
【００３２】
　図２ｂは、ＢＤ－ＲＯＭを示す構造図である。ＢＤ－ＲＯＭのすべての領域は事前記録
領域を示し、本発明に関連するＤＩは、ＢＤ－ＲＯＭ内のリードイン領域に含まれるＰＩ
Ｃ領域に記録できる。
【００３３】
　図３は、図２ａ～図２ｂに示される上述のディスク構造において含まれるＰＩＣ領域を
示す構造図である。例えば、ＢＤの最小の記録単位は、１クラスタで示される。ＰＩＣ領
域は５４４個から成り、一つの上位記録単位としてフラグメント(Fragment)を形成する。
５つのフラグメントがＰＩＣ領域を形成するためにまとめられる。
【００３４】
　より詳しくは、最初のフラグメントＩＦ０の先頭クラスタにＤＩを最初に記録する。こ
の場合、複数のＤＩは、先頭クラスタに記録される一方で、対応する光ディスクの許容可
能な記録レイヤおよび許容可能なデータ読取り速度に従って分類される。例えば、図３に
おいて、ＤＩの番号が「Ｌ」によって例示的に示される。 一つのＤＩは１１２バイトま
たは６４バイトから構成できる。１１２バイトまたは６４バイトで構成されたＤＩは、Ｄ
Ｉ（ディスク情報：Disc Information）フレームとも呼ばれる。最初のフラグメントＩＦ
０の残りのクラスタは、先頭クラスタと同じやり方で、ＤＩを繰り返し記録する。残りの
フラグメントＩＦ１～ＩＦ４もまた、最初のフラグメントＩＦ０と同様に、同じＤＩを繰
返し記録する。上述のようにＤＩが繰り返し記録されるので、本発明はＤＩの損失または
欠陥に適切に対処できる。
【００３５】
　上述の説明に関連して、ＢＤ－ＲＥ／Ｒは、ＤＩフレーム内に記録速度情報および記録
関連情報(ＷＳ)を含まなければならず、ＤＩフレームの大きさは、１１２バイトに対応す
るのが好ましい。
【００３６】
　しかし、ＢＤ－ＲＯＭは、そのＤＩフレーム内に記録速度情報および記録関連情報(Ｗ
Ｓ)が含む必要がなく、ＤＩフレームの大きさは６４バイトからなるのが好ましい。この
場合、ＤＩフレームを示す上述のバイト情報は、本発明において例示的に示されていて、
ＤＩ内に含まれる情報の大きさによって、様々な方法で修正することもできる。
【００３７】
　記録媒体内の上述したＤＩ情報の一つとして動作する記録／再生互換性情報を記録する
方法、および上述の情報をアップデートする方法を、図４～図６ｃを参照して以下に説明
する。
【００３８】
　上述の説明に関連して、記録／再生互換性情報は、タイプ情報、クラス情報、およびバ
ージョン情報を含む。
【００３９】
　最初に、タイプ情報は、ディスクのカテゴリ情報を特定するよう適合される。例えば、
ユーザまたは記録／再生ユニットは、タイプ情報を使用して現在のディスクが、ＢＤ－Ｒ
Ｅであるか、１回だけ記録可能なディスクＢＤ－Ｒであるか、またはＢＤ－ＲＯＭである
かを決定できる。
【００４０】
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　クラス情報は、個々のディスクタイプ内において、再生互換性（読取り互換性ともよば
れる）の許容範囲を特定するよう適合され、クラス番号で示される。再生互換性の許容範
囲は、ディスクの物理的属性が変化しない既定の範囲となるよう決定される。
【００４１】
　したがって、ディスクの基本的な物理的属性が変更される場合、クラス番号も増加する
。例えば、クラス番号が「０」という特定の番号で始まり、基本的な物理的属性が変更さ
れる毎に１ずつ増加する。
【００４２】
　例えば、記録／再生ユニットが特定のクラス番号「０」をサポートすることが提供され
ると、「１」以上の特定のクラス番号を有する上位クラス番号のディスクは、記録／再生
ユニット内に置かれ、記録／再生ユニットは対応するディスクのデータ領域へのアクセス
できない。
【００４３】
　逆に、記録／再生ユニットがクラス番号「２」をサポートすることを提供される場合、
少なくともクラス番号「１」を有する下位クラスのディスクが記録／再生ユニットに置か
れ、記録／再生ユニットは、対応する当該ディスクのデータを記録／再生できる。しかし
、記録／再生ユニットにクラス番号「２」を有する同じクラスのディスクが置かれると、
記録／再生ユニットはこのディスクのデータを再生できるが、データの記録可能または記
録可能でない状態を示すその記録関連情報は、後述のバージョン番号によって決定される
。言い換えると、再生互換性は同じクラス番号内で維持されるが、データの記録可能また
は記録可能でない状態はバージョン番号によって決定されなければならない。
【００４４】
　バージョン情報は、記録互換性の存在または不存在を特定することができる情報として
使用され、これはバージョン番号で示される。記録互換性が許容範囲は、記録動作に関連
する属性情報が既定の読取り互換性範囲において変更しない特定の場合を示す。例えば、
記録速度の増加、および対応するディスクへの特定領域の追加は、記録関連の属性情報の
変更となるとみなされ得る。
【００４５】
　したがって、記録関連の属性情報が変更される場合には、バージョン番号も増加する。
例えば、バージョン番号は、特定番号「０」から開始し、属性情報が変更される毎に１ず
つ増加する。この動作に関連して、クラス番号およびバージョン番号の増加または減少は
、既存の使用が拡張されるとき、拡張の程度によって決定される。
【００４６】
　一般に、記録／再生ユニットが特定のクラス番号およびバージョン番号を含み、上位バ
ージョン番号および同一クラス番号を有するディスクが記録／再生ユニットに置かれるこ
とが提供されると、クラス番号が同一で、バージョン番号が上位であるディスクがロード
される場合、記録／再生ユニットは、ディスクのデータを再生できる一方、ディスク内の
データは記録できない。しなしながら、常に下位バージョン番号を有する記録／再生ユニ
ットが上位バージョン番号を有するディスク内にデータを記録できないことは好ましくな
い。したがって、上位バージョンのディスク内にＤＩとして記録された記録速度情報およ
び記録関連情報(ＷＳ)の両方を参照して、下位バージョン番号を有する記録／再生ユニッ
トが記録動作を実行できることを決定されることが場合、上位バージョン番号を有す上位
バージョンのディスク内にデータ記録されるのを許容することが好ましい。この動作はブ
リッジ記録互換性(bridge-write compatibility)と呼ばれる。
【００４７】
　言い換えると、上位バージョン番号を有する上位バージョン記録／再生ユニットは、自
由に上位バージョンのディスクにデータを記録できるが、下位バージョン番号を有する下
位バージョン記録／再生ユニットは、下位バージョン記録／再生ユニットが上位バージョ
ンディスクにデータを記録できるように、上位バージョンディスク内に記録された全ての
ＤＩを参照することによって、状態の記録可能または不可能を最終的に決定しなければな
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らない。
【００４８】
　図４は、本発明によるＤＩ内にタイプ情報、クラス情報、およびバージョン情報を記録
する方法を示す。
【００４９】
　図４によると、「ディスクタイプ識別子（Disc Type identifier）」フィールドは、Ｄ
Ｉの(Ｎ～Ｎ＋２)番目バイトに含まれて、対応するディスクのタイプ情報が「ディスクタ
イプ識別子（Disc Type identifier）」 フィールド内に記録される。例えば、書き換え
可能ディスクは「ＢＤＷ」によって示され、１回だけ記録可能なディスクは「ＢＤＲ」に
よって示され、再生専用ディスクの場合は「ＢＤＯ」によって示すことができる。
【００５０】
　「ディスククラス（Disc class）」フィールドは、ＤＩのＭ番目バイトに含まれて、対
応するディスクのクラス番号を記録する。例えば、１バイトの値が、「００ｈ」の場合、
「クラス０」で示されるように、クラス番号は「０」に設定される。１バイトの値が「０
１ｈ」の場合、「クラス１」で示されるように、クラス番号は「１」に設定される。１バ
イトの値が「０２ｈ」の場合、「クラス２」で示されるように、クラス番号は「２」に設
定される。
【００５１】
　「ディスクバージョン（Disc version）」フィールドは、ＤＩのＬ番目バイトに含まれ
て、対応するディスクのバージョン番号を記録する。例えば、１バイトの値が、「００ｈ
」の場合、「バージョン０」で示されるように、バージョン番号は「０」に設定される。
１バイトの値が、「０１ｈ」の場合、「バージョン１」で示されるように、バージョン番
号は「１」に設定される。１バイトの値が、「０２ｈ」の場合、「バージョン２」で示さ
れるように、バージョン番号は「２」に設定される。
【００５２】
　タイプ情報、クラス情報、およびバージョン情報と共に、ＤＩは多様な制御情報を含む
。特に、記録可能なディスクの場合は、記録速度情報および記録関連情報(ＷＳ)などを格
納することに理解されたい。
【００５３】
　上述の動作に関連して、図４に示される好適な実施形態は、タイプ情報、クラス情報、
およびバージョン情報を例示的に示し、必要に応じて多様な方式に修正できることに留意
されたい。
【００５４】
　図５は、本発明の第２の実施形態による、ＤＩ内のタイプ情報、クラス情報、およびバ
ージョン情報を記録する別の方法を示す。特に、図５は、現在論議中であるＤＩ構造に互
換可能な記録方法を例示的に示す。
【００５５】
　図５を参照して、「ＤＩユニットヘッダ(DI unit header)」フィールドは、ＤＩ内に含
まれる先頭８バイト(つまり０番目～７番目バイト)に含まれ、ＤＩのヘッダ情報は、「Ｄ
Ｉユニットヘッダ(DI unit header)」フィールドに記録される。例えば、ヘッダ情報は多
様な情報を含み、例えば「ディスク情報識別子(Disc Information identifier)」、「Ｄ
Ｉフォーマット(DI Format)」、「ＤＩブロック内のＤＩユニットシーケンス番号(DI uni
t sequence number in DI block)」などである。
【００５６】
　「ディスクタイプ識別子」フィールドは、上述の先頭バイトの続く３バイト(つまり８
番目～１０番目バイト)に含まれ、対応するディスクのタイプ情報は「ディスクタイプ識
別子」フィールドに記録される。例えば、記録可能なディスクの場合は「ＢＤＷ」、１回
だけ記録可能なディスクの場合は「ＢＤＲ」、再生専用ディスクの場合は「ＢＤＯ」によ
って示すことができる。
【００５７】
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　ＤＩの１１番目バイトは、「ディスクサイズ／クラス／バージョン(Disc size/class/v
ersion)」フィールドを含み、対応するディスクのサイズ情報、クラス情報およびバージ
ョン情報は、ＤＩの１１番目バイトに記録される。
【００５８】
　例えば、ＤＩが１１番目バイトの先頭２ビットに記録される場合、「００ｂ」の先頭２
ビットは、直径１２ｃｍを有するディスクを示し、「０１ｂ」の先頭２ビットは、直径８
ｃｍを有するディスクを示す。
【００５９】
　１１番目バイトの次の２ビットは、ディスククラス番号を記録する。ディスククラス番
号が「００ｂ」で示される場合、「クラス０」で示されるように、クラス番号は「０」で
ある。ディスククラス番号が「０１ｂ」で示される場合、「クラス１」で示されるように
、クラス番号は「１」である。ディスククラス番号が「１０ｂ」で示される場合、「クラ
ス２」で示されるように、クラス番号は「２」である。ディスククラス番号が「１１ｂ」
で示される場合、「クラス３」で示されるように、クラス番号は「３」である。
【００６０】
　１１番目バイトの最後の４ビットは、ディスクバージョン番号を記録する。ディスクバ
ージョン番号が「００００ｂ」で示される場合、「バージョン０」で示されるようにクラ
ス番号は「０」である。ディスクバージョン番号が「０００１ｂ」で示される場合、「バ
ージョン１」で示されるようにクラス番号は「１」である。ディスクバージョン番号が「
００１０ｂ」で示される場合、「バージョン２」で示されるようにクラス番号は「２」で
ある。ディスクバージョン番号が「１１１１ｂ」で示される場合、「バージョン１５」で
示されるようにクラス番号は「１５」である。
【００６１】
　したがって、図５に示される前述の好適な実施形態によれば、ＤＩ内にタイプ情報、ク
ラス情報、およびバージョン情報を記録する方法は、現在論議中であるＤＩ構造に関連す
る互換性を維持すると同時に実行できる。
【００６２】
　図６ａ～図６ｃは、本発明による記録／再生互換性情報として、クラス情報およびバー
ジョン情報をアップデートする方法を示す。説明の便宜のために、図５に示す好適な実施
形態によって、タイプ情報は３バイトからなり、クラス情報は２ビットからなり、バージ
ョン情報は４ビットからなると仮定する。
【００６３】
　上述の例に関連して、上述の情報をアップデートする方法は、標準化されたルールに従
って、クラス番号およびバージョン番号を増加される方法を示す。言い換えると、特定の
ディスクは、上述のアップデート方法によって決定された一意のクラス番号および一意の
バージョン番号を記録する。
【００６４】
　図６ａは、個々のクラス番号内のバージョン番号を従属的に増加させる方法を示す。
【００６５】
　まず、ＤＩ情報は、個々のディスク内の一意のＤＩによって定義され、一意のタイプ情
報が対応するディスクに記録されることになる必要性がある。例えば、本発明のＤＩ情報
は、「ＢＤＷ」で示される記録可能なディスクと、「ＢＤＲ」で示される１回だけ記録可
能なディスクと、「ＢＤＯ」で示される再生専用ディスクに分類される。
【００６６】
　クラス情報は、前に述べられたようにクラス番号として記録され、ディスクタイプごと
に一意の値に設定される。言い換えると、対応するディスクタイプの仕様の拡張によって
基本的な物理的属性が変更される場合、クラス番号の値も増加する。下位クラス番号は上
位クラス番号に関連する再生互換性を有さない。したがって、下位クラス番号を有する記
録／再生ユニットは、上位クラス番号を有する上位クラスディスクのデータを再生できる
データ領域へアクセスできない。
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【００６７】
　バージョン情報は、前に述べられたようにバージョン番号として記録される。バージョ
ン番号は、特定のクラス番号に従属的であり、対応するクラス番号内で順次増加するよう
決定される。より詳しくは、新しい機能または新しい修正が同じクラス内に追加される場
合、バージョン番号は増加し、上位バージョン番号は下位バージョン番号に関連する記録
互換性を有するが、下位バージョン番号は、上位バージョン番号に関連する記録互換性の
実装に制限を有する。
【００６８】
　各クラスのバージョン番号は「バージョン０」で示される特定のバージョン番号「０」
で開始し、０のバージョン番号から順次増加する。したがって、全てのクラス内の個々の
先頭バージョンは常に特定のバージョン「バージョン０」に設定される。
【００６９】
　図６ｂは、独立して増加するバージョン情報を示す。
【００７０】
　図６ｂに示すディスクタイプ情報およびディスククラス番号の記録方法は、図６ａの場
合と同様で、以下、図６ｂを参照してバージョン番号の記録方法を説明する。
【００７１】
　図６ｂを参照して、バージョン番号は、クラスに関係なく独立して増加する。さらに詳
しくは、バージョン番号は特定のクラス「０」（クラス０）の先頭バージョン番号を示す
特定のバージョン０（バージョン０）で開始し、順次増加する。クラスが別のクラスに変
更されるとき、バージョン番号も変更しなければならなく、同じディスクタイプの同じバ
ージョン番号に重複は存在しない。
【００７２】
　図６ｃは、前述した図６ｂの修正した例を示す。図６ｃにおいて、バージョン番号は独
立して増加するが、現在クラスの先頭バージョン番号の値が、前のクラスの最後のバージ
ョン番号の値と等しいことに留意されたい。
【００７３】
　さらに詳しくは、バージョン番号は、クラスに関係なく独立して増加し、クラス「０」
（クラス０）の先頭バージョン番号０（バージョン０）から順次増加する。
【００７４】
　クラス番号が他の暮らす番号に変更されたこの特定時点において、現在クラス番号の先
頭バージョン番号の値は、前のクラス番号の最後のバージョン番号の値と等しく、同じデ
ィスクタイプ内の重複したバージョン番号はクラス番号が変更時点を示す。
【００７５】
　例えば、クラス番号「０」（クラス０）の最後のバージョン番号が「００１１ｂ」とし
て記録されると、クラス番号「１」（クラス１０）の先頭バージョン番号も「００１１ｂ
」として記録される。
【００７６】
　図７は、本発明による光ディスクのための記録／再生デバイスを示すブロック図である
。本発明による記録／再生デバイスは、ディスクタイプ情報、クラス情報、およびバージ
ョン情報を採用して、ロードされた光ディスクに関連する記録／再生互換性の存在または
不存在を決定し、最終的に、決定された結果に従って記録／再生を実行する遂行する。以
下、図７を参照してこの詳細に説明する。
【００７７】
　図７を参照して、記録／再生デバイスは、記録／再生ユニット５０と記録／再生ユニッ
ト５０を制御するためのコントローラ２０を含む。コントローラ２０は、特定領域に関連
する記録コマンドまたは再生コマンドを記録／再生ユニット５０に送る。記録／再生ユニ
ット５０は、コントローラ２０のコマンドに従って特定領域に関連する記録または再生を
実行する。コンピュータに接続されたドライバは、記録／再生ユニット５０のみから構成
され得る。
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【００７８】
　記録／再生ユニット５０は、インターフェースユニット１２、ピックアップユニット１
１、データプロセッサ１３、サーボユニット１４、メモリ１５、およびマイコン１６を含
む。
【００７９】
　インターフェースユニット１２は、外部と通信する。ピックアップ部１１は、光ディス
クにデータを直接記録するか、または光ディスクのデータを再生する。データプロセッサ
１３は、ピックアップユニット１１から再生信号を受信し、復元または変調された結果を
ピックアップユニット１１に送るために、受信した再生信号を所望の信号値に復元するか
、または記録される信号を光ディスク内に記録された他の信号に変調する。サーボユニッ
ト１４は、光ディスクから正確に信号を読み出すか、または光ディスクに信号を正確に記
録するために、ピックアップユニット１１を制御する。メモリ１５は、制御情報を含む多
様なデータを格納する。マイクロコンピュータ１６も、記録／再生ユニット５０内に含ま
れる全ての構成要素を制御する。
【００８０】
　上述の動作に関連して、上述の記録／再生デバイスと独立して、記録／再生ユニット５
０によって再生された信号を表示するディスプレイ３０を採用できる。
【００８１】
　対応する記録／再生デバイスに関連する記録／再生互換性を有するディスクの範囲を認
識するために、一意のディスクタイプ情報、一意のクラス情報、および一意のバージョン
情報は、本発明による上述の記録／再生デバイスにプログラミングされている。例えば、
上述の情報ユニットは、「記録／再生互換性テーブル(Read/Write compatibility table)
」で示されるテーブル構造１５１の形式でメモリ１５内に格納されている。
【００８２】
　図７は、例示的テーブルを示す。さらに詳しくは、上述のテーブル１５１によれば、デ
ータが記録／再生デバイスによって記録または再生可能なディスクのタイプ情報は、「Ｂ
ＤＷ」、「ＢＤＲ」、および「ＢＤＯ」を含む。また、タイプ情報は、個々のディスクタ
イプによる記録互換性の利用可能な範囲を示すクラス番号と、個々のディスクタイプによ
る再生互換性の利用可能な範囲を示すバージョン番号を含む。
【００８３】
　例えば、テーブル１５１が、ＢＤＷ(タイプ＝「ＢＤＷ」)などの書換え可能なディスク
、およびＢＤＲ (タイプ＝「ＢＤＲ」) などの１回だけ記録可能なディスクに、クラス番
号０、バージョン番号２を割り当てることが認識できる。テーブル１１が、ＢＤＯ(タイ
プ＝「ＢＤＯ」)に、クラス番号０およびバージョン番号０を割り当てることも認識でき
る。
【００８４】
　多様なディスクが、前述したテーブル１５１を含む記録／再生デバイス内に置かれるか
、またはロードされ得る。例えば、光ディスク「Ａ」は、 (タイプ＝「ＢＤＷ」)で示さ
れるように書換え可能なディスク、クラス番号０およびバージョン番号０が記録されるデ
ィスクである。光ディスク「Ｂ」は、 (タイプ＝「ＢＤＲ」)で示されるように１回だけ
記録可能なディスクであり、クラス番号０およびバージョン番号３が記録されるディスク
である。光ディスク「Ｃ」は、 (タイプ＝「ＢＤＯ」)で示されるように再生専用ディス
クであり、クラス１およびバージョン４が記録されるディスクである。
【００８５】
　上述したディスクと関連して、記録／再生デバイスの記録／再生互換性の存在または不
存在を決定する方法、および対応する光ディスクに／からデータを記録／再生する方法に
ついて、以降で詳細に説明する。上述の説明に関連して、記録／再生互換性の存在または
不存在の決定する方法は、マイクロコンピュータ１６によって実装される。
【００８６】
　たとえば、光ディスク「Ａ」が記録／再生デバイス内におかれた場合、記録／再生デバ
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イスは、置かれたディスクのタイプ情報が「ＢＤＷ」であることを認識でき、
「ＢＤＷ」タイプに関連する記録／再生デバイスによって占められるクラス番号（クラス
０）およびバージョン番号(バージョン番号２)を、置かれた光ディスクＡ内に記録された
クラス番号（クラス０）およびバージョン番号(バージョン０)と比較する。
【００８７】
　言い換えると、記録／再生デバイスは、クラス番号を互いに比較し、光ディスク「Ａ」
が記録／再生デバイスと同じクラス番号(クラス０)を有するので、再生互換性の存在を決
定する。記録／再生デバイスは、バージョン番号を互いに比較し、記録／再生デバイスの
バージョン番号２が光ディスク「Ａ」のバージョン番号０より上位なので、記録互換性の
存在を決定する。したがって、ロードされた光ディスク「Ａ」は、対応する記録／再生デ
バイスへ／からデータを記録／再生できる。
【００８８】
　たとえば、光ディスク「Ｂ」が記録／再生デバイス内に置かれるかロードされる場合、
記録／再生デバイスは、ロードされたディスクのタイプ情報がＢＤＲであることを認識で
き、ＢＤＲタイプに関連する記録／再生デバイスのクラス番号（クラス０）およびバージ
ョン番号(バージョン２)は、ロードされた光ディスクＢに記録されたクラス番号（クラス
０）およびバージョン番号 (バージョン３)と比較される。
【００８９】
　さらに詳しくは、記録／再生デバイスは、クラス番号を互いに比較して、記録／再生デ
バイスと同じクラス番号（クラス０）が提供されるとき、再生互換性の存在を決定する。
　その後、記録／再生デバイスは、バージョン番号を互いに比較する。記録／再生デバイ
スのバージョン番号(バージョン２)が、光ディスク「Ｂ」のバージョン番号(バージョン
３)より下位の場合、記録／再生デバイスは記録互換性の不存在を決定する。最終的な記
録互換性の存在または不存在は、光ディスク「Ｂ」のＤＩ内に記録された記録速度情報お
よび記録関連情報(ＷＳ)に基づいて決定される。したがって、ロードされた光ディスク「
Ｂ」のデータは、対応する記録／再生デバイスにおいて再生できるが、この記録可能／再
生不可能の状態は、光ディスク「Ｂ」内に記録されたＤＩを読み出すことによって最終的
に決定される。
【００９０】
　たとえば、光ディスク「Ｃ」が記録／再生デバイスに置かれるかロードされる場合、記
録／再生デバイスは、ロードされたディスクのタイプ情報が「ＢＤＯ」であることを認識
でき、「ＢＤＯ」関連する記録／再生デバイスのクラス番号(クラス０)およびバージョン
番号（バージョン０)は、ロードされた光ディスクＣに記録されたクラス番号(クラス１)
およびバージョン番号（バージョン４)と比較される。
【００９１】
　言い換えると、記録／再生デバイスはまず、クラス番号を互いに比較する。光ディスク
「Ｃ」のクラス番号が記録／再生デバイスのクラス番号より上位の場合、記録／再生デバ
イスは、対応するディスクのデータを再生できるデータ領域へのアクセスができなく、バ
ージョン番号を互いに比較することなく、記録不可能な状態の存在を決定する。したがっ
て、上述の記録／再生デバイスは、光ディスク「Ｃ」内にデータを記録できず、光ディス
ク「Ｃ」のデータを再生できない。
【００９２】
　上記から明確なように、特定のロードされたディスクに関連する記録／再生動作が利用
可能でない場合、上述の利用不可能情報はユーザに通知されることが好ましい。例えば、
ディスプレイ装置３０が記録／再生デバイスに追加で含まれる場合、利用不可能記録状態
および利用可能再生状態などのビジュアル情報メッセージが、ディスプレイ３０のスクリ
ーンを介してユーザに通知される。また、ディスプレイ３０は、記録／再生デバイスに追
加で含まれない場合、音響メッセージがスピーカーを介して、ユーザへ音響的に通知され
てもよい。
【産業上の利用可能性】
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【００９３】
　本発明の技術的思想および範囲から離れることなく、本発明に様々な修正および変更が
なされうることは、当業者にとって明らかである。したがって、添付された特許請求の範
囲に開示された本発明の技術的思想およびその同等物の範囲で提供される本発明の修正お
よび変更に本発明は及ぶ。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明の技術的思想を示す概念図である。
【図２ａ】本発明によるシングルレイヤ構造を有する記録可能な記録媒体を示す構造図で
ある。
【図２ｂ】本発明によるシングルレイヤ構造を有する再生専用の記録媒体を示す構造図で
ある。
【図３】本発明による制御情報を含む管理領域の一部を示す。
【図４】本発明の第１の実施形態による記録媒体に制御情報を記録する方法を示す。
【図５】本発明の第２の実施形態による記録媒体に制御情報を記録する方法を示す。
【図６ａ】本発明による制御情報をアップデートする方法である。
【図６ｂ】本発明による制御情報をアップデートする方法である。
【図６ｃ】本発明による制御情報をアップデートする方法である。
【図７】本発明による記録媒体のための記録／再生デバイスを示すブロック図である。

【図１】 【図２ａ】
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【図４】 【図５】
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【図６ｃ】 【図７】
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